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1 はじめに

Location Based Service（位置情報サービス）の研究は，

1990 年代から始まり，近年活発になってきており，さら

なる発展が期待されている [1]．また，スマートフォンは，

GPSと他のWebサービスの任意の組み合わせを可能とし

ており，スマートフォンをデバイスとした Location Based

Serviceが多く展開され始めている．このことから筆者らは，

Location Based Serviceをスマートフォンというデバイス

で展開することに社会的な大きなメリットがあるのではな

いかと感じ，Location Based Serviceを用いた次世代スマー

トフォン SNS(ソーシャルネットワーキングサービス:Social

Network Service)を開発している．

上記で述べた，Location Based Serviceをスマートフォ

ンで行うことに対するメリットを明確にするための一例と

して，筆者らは，様々な位置での放射線量の観測情報を地

図上に表示し，可視化するシステムを報告する．東日本大

震災における地震と津波により引き起こされた，福島第一

原子力発電所の放射能漏れ事故は，国際原子力事象評価尺

度における最も深刻な段階であるレベル 7の原子力事故と

認定されており，大量の放射性物質の流出が引き起こされ

たことが明らかとなった．現在，被ばく放射線量の安全基

準についての議論が活発に行われているが，危険に対する

考え方がまちまちで，合意形成が難しい状況となっている．

筆者らは，「何時，どこで，どれだけの放射線量が観測され

るのか」という事実については，被ばく放射線量の安全性

については考え方を異にする人たちにも提供する意義があ

り，またニーズもあると考えられる．

本論文では，Location Based Serviceの事例として、放

射線量を可視化するアプリケーションを開発し、位置に依

存し，Location Based Serviceの提供端末としてのスマー

トフォン利点を実験的に評価する。さらに Location Based

Service とスマートフォンを組み合わせの利点について検討

する．
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2 既存サービスとデバイス

2.1 モバイルデバイスの動向

スマートフォンは，携帯電話・PHSと携帯情報端末 (PDA)

を融合した携帯端末である．2007 年，アップルが米国で

「iPhone」を発売，2008年になって第三世代携帯電話に対

応の「iPhone 3G」が日本でもソフトバンクモバイルから

発売され，日本国内でスマートフォンが普及し始めてきた．

一方，2008年に米国で Android OSを搭載した T-Mobile

G1が発売され，2009年 7月 10日には日本でも NTTドコ

モからHT-03AというAndroid搭載スマートフォンが発売

され，iPhoneを追随する形で普及し始めてきた．

図１は，国内最大の SNS サイトである mixi のページ

ビューの 2005年以降の推移を示している．2007 年以降は

モバイル端末でのページビューが固定端末でのページビュー

を追い越している．また，図２はPCとスマートフォンの世

界出荷台数を示すグラフであるが，2009年には世界出荷台

数もスマートフォンが PC を上回っている．図３は，2008

年以降の世界の携帯電話とスマートフォンのシェアのグラ

フである．スマートフォンが普及し始めてきた 2007年当時

は，世界的に見て携帯電話の方がスマートフォンよりシェ

アが圧倒的優位だったものの，2011 年 3 月末にはスマート

フォンの販売台数が従来の携帯電話を抜いて携帯端末市場

全体の 50.1 ％を占め，初めて携帯電話販売台数の半数を超

え，携帯電話市場はスマートフォンに移行しつつある．

2.2 モバイルデバイスの比較

表１は，PC，携帯電話，スマートフォンを，アプリケー

ションの展開力，一貫性，ブラウザ，持ち運び，の評価項

目により比較した表である．各評価項目の意味については

後述する．表 1は，スマートフォンは，PCと携帯電話の優

れている点を兼ね備えたデバイスであることを示している．

アプリケーションに関しては，AppleとGoogleがそれぞ

れApp Store，Android Marketという巨大なマーケットを

構築しており，ディベロッパーは自由にアプリケーション

をマーケットにアップロードすることができ，ユーザーは

好みのアプリケーションを自由にダウンロードできる．こ
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図 1: 国内最大級 SNS:mixi のページビューの推移 (出

典:Morgan Stanley 社 [7])

図 2: PCとスマートフォンの世界出荷台数 (出典:モーニン

グサテライト 2011年 1月 15日)

図 3: 世界の携帯電話とスマートフォンのシェア (出

典:Nielsen社 [8])

のように，サービスを簡単に提供できる環境，利用できる

環境があることは重要である．

また，表現方法という面で，一覧性やブラウザは重要な

要素である．画面の大きさや文字，画像など，携帯電話と

比べスマートフォンは圧倒的に優れている．

もちろん，場所に依存するサービスでは，持ち運べるか

どうかも重要な要素である．

-アプリケーションの展開力

スマートフォンには AppStoreと Androidマーケットと

いう２つの大きなマーケットが存在する．ディベロッパー

側にとってはマーケットに自由にアプリケーションをアッ

プロード，ユーザー側にとっては自由にダウンロードする

ことが可能である．オープンなマーケットの存在で，ディベ

ロッパー側は低い開発コストでアプリケーションを提供し，

金銭的なメリットを得ることが可能である．また，個人単

位のディベロッパーであっても，開発したアプリケーショ

ンが社会へ与える影響力というものは大きい．また，ユー

ザー側にとっても様々なアプリケーションの中から好みの

アプリケーションを自由にダウンロードすることができる

ため，より手軽に生活をより豊かにすることが可能である．

-一覧性

アプリケーションやWebページなどの全体の内容がわか

るように記されていること．一目で全体が見渡せるように

まとめられていること．

-ブラウザ

フルブラウザとは，PC向けに作られた一般のインター

ネットのWebコンテンツを表示可能なインターネットブラ

ウザのことである．携帯電話の場合，組み込まれているブ

ラウザは携帯用 HTMLで作られた携帯用コンテンツを表

示することを前提に作られており，PCで見られる普通の

インターネット上のWebコンテンツをそのまま表示するこ

とはできない．

-持ち運び

デバイスを移動させることの手軽さ．

2.3 Location Based Serviceとデバイス

Location Based Serviceとは，モバイルを含む位置情報

と各種の情報をインテグレートするサービス一般である [2]．

日本におけるLocation Based Serviceは 1990年代のカー

ナビゲーションから始まった．当時はコンピュータや通信

の制約により，スタンドアローン型（オフラインWebアプ

リケーション）のシステムであった．

2000年代になるとバスロケーションシステム，EZナビ

ウォーク（au）などの携帯電話をデバイスとしたサービス

が始まり，2003 年には携帯端末でコロニーな生活プラス

[3] や，2010 年にはスマートフォンでセカイユウシャ[4]，

Foursqure[5]，ララコレ [6] などゲーム性のあるサービスが

爆発的な人気を出してきており，ユーザーのニーズに応え

ている．
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評価項目 PC 携帯電話 スマートフォン

アプリケーションの展開力 自由にダウンロード × 自由にアップロード・ダウンロード

一覧性 ○ × ○

ブラウザ フルブラウザ 携帯用ブラウザ フルブラウザ

持ち運び × ○ ○

表 1: モバイルデバイスの比較

3 開発アプリケーション

3.1 アプリケーションの概要

位置をパラメータとする情報の中には，需要がありなが

らもなかなか人々がその情報を手に入れられることができ

ないものがある．例えば，放射線量の情報である．なぜか

と言うと，放射線量は可視できるものではなく，テレビメ

ディア等でその情報を身近に得られるものではないからで

ある．福島第一原子力発電所の事故の影響で，その情報の

必要性というものが大きくなり，人々が求めるものは，場

所に応じた放射線量の情報であった．

そのような社会的ニーズがあり，前章の Location Based

Serviceとスマートフォンの関連性から，現在地の放射線量

を疑似的に可視化できるスマートフォンアプリケーション

の開発を行った．

3.2 アプリケーションの実装

開発環境は表２の通りである．

タイトル シーベルト

対象 OS Android 2.1以上

デバイス ThinkPad T400，Xperia(SO-01B)

開発ツール Eclipse

表 2: 開発環境

アプリケーションは図４のような構成となっている．

各都道府県，大学のホームページより周辺の放射線量を入

手し，そのデータを含むアプリケーションを Androidマー

ケットにアップロード，毎日更新している．

放射線量計測器機のガイガーカウンターはコスト的にも

高く，多くの場合限られた研究組織にしか装備されていな

い．このため様々な公的機関が，放射線量測定結果を公表

している．図５は東北大学でモニタリングしている放射線

量を掲載しているホームページ [7]の例である．これらの情

報は研究機関が持つ素情報であり多くの場合，測定場所・

測定量のままで提示されている．しかし，これを一般市民

に情報提供するためには，空間的な広がりを直感的に把握

しやすい形に加工して提供するMash Upが有効である．

図 4: アプリケーションの仕組み

図 5: 東北大学モニタリング情報 (出典:東北大学 [9])

3

FIT2011（第 10 回情報科学技術フォーラム）

Copyright © 2011 by Information Processing Society of Japan and
The Instiute of Electronics, Information and Communication Engineers
All rights reserved.

 289

(第4分冊)



アプリケーションを起動すると，図６のような画面が起動

する．

起動するとユーザーの現在地を検出し，周辺の放射線量を

表示させる．図７が東北大学周辺で起動した際の例である．

図６，７において Informationボタンを押すと，図８の

ように Information画面に遷移し，更新情報等を確認する

ことが可能である．

図 6: 起動画面 図 7: 現在地を検出

図 8: Information画面

4 Location Based Service端末とし

てのスマートフォンの評価

4.1 アプリケーションの展開力

開発期間は 2011年 3/23～3/24，3/24よりAndroidマー

ケットにアプリケーションをアップロードした．図９はそ

の様子である．このように，作成したアプリケーションを

その日のうちにマーケットにアップロードすることができ

ることも，携帯電話にはない，スマートフォン (Android)

の大きな特徴である．

一方携帯電話のマーケットでは公式サイトのコンテンツ

プロバイダになるためには多くの審査があり個人にはハー

ドルが高い物である．そのため，公式サイトの提供者は法

人が中心である．また，PCではマーケットそのものが存

在しない．

ダウンロード数は 2378(6/1現在)を記録した．これは国内

Androidユーザー数約 200万人，そのうち放射能情報を必

要としている東北・関東のユーザー数約 75 万人，そのう

ち OS2.1以上が 45万と推定すると，そのうち 0.5％がダ

ウンロードした計算となる．図 10は，Androidマーケット

におけるダウンロード数の分布を示している．シーベルト

は，広告を打つこともなく個人レベルで開発しているアプ

リケーションであるが，ダウンロード数 2000は全体の上位

1/4ほどの位置に当たり，アプリケーションのダウンロー

ド数としてはかなり大きい数値であることがわかる．

したがって，表１の「アプリケーションの展開力」の評

価軸に沿うと，ユーザー側にとってもディベロッパー側に

とっても早く手軽に自由にアプリケーションをアップロー

ド，ダウンロードできる環境が整っているといえる．また

このダウンロード数だけ放射線に対する現状を把握できた

ユーザーが増えたといえる．

図 10: Androidマーケットにおけるダウンロード数の分布

(出典:AndroLib[10])

4.2 一覧性

表１の「一覧性」の評価軸に沿うと，アプリケーション

を起動した際の自由度として，携帯電話では一目でアプリ

ケーションの全てを確認できる画面の大きさやスクロール

性がないため，不便さが否めない．一方スマートフォンでは

大きな画面，タッチスクリーンでこれらを解消してくれる．

4.3 ブラウザ

「ブラウザ」の評価軸に沿うと，地図を起動した際の自

由度として，携帯電話では GoogleMapの利用が制限され

るため，携帯ブラウザであることの不便さが否めない．一

方スマートフォンではこれらを解消してくれ，フルブラウ

ザで GoogleMapを操作することが可能である．

4
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図 9: Androidマーケットにおける「シーベルト」の提供画面

4.4 持ち運び

「持ち運び」の評価軸に沿うと，本実験をPCアプリケー

ションで行った場合，場所に依存する情報を手軽に移動し

て観測することができない．またGPSを搭載する PCも少

ないため，現在地を検出することもできない．

スマートフォンを用いることによっていつでもどこでも

簡単に情報を知ることができるという PCにはないメリッ

トが生まれる．

5 結論

本論文では，Location Based Serviceの事例として，放射

線量をいつでもどこでも可視化できるスマートフォンアプ

リケーションであるシーベルトを開発し，Location Based

Serviceの提供デバイスとしてのスマートフォンを実験的に

評価した．また，Location Based Serviceとスマートフォ

ンを組み合わせたときのメリットが大きいことを述べた．

スマートフォンアプリケーションの展開力を具体的に測

定するため，放射線量を可視化する「シーベルト」を開発

し，これを Androidマーケットにアップロードしてダウン

ロード数を計測した．開発したアプリケーションは，放射

線量の可視化に対する社会的ニーズをスマートフォンを用

いて実現したものであるが，Androidマーケット全体の上

位 1/4に当たる約 2400件のダウンロードが観測され，か

なり大きなインパクトをユーザーに与えたことが判明した．

次に，PC，携帯電話，スマートフォンを，アプリケーショ

ンの展開力，一貫性，ブラウザ，持ち運び，の評価項目によ

る比較を行い，スマートフォンの利用がより効果的な位置

情報サービスの可能性を切り開くことを明らかにした．ま

た，今回は「都道府県のホームページ」という限られた情

報元を用いたが，ガイガーカウンターを用いた個人単位の

情報取得についても報告されている [11]．これは位置情報

サービスにソーシャル性を取り入れる試みであり，情報量

の拡大，情報の共有を推し進める上で興味深いアプローチ

となっている．位置情報は数多く存在するがこれらは適切

に組み合わせて提示しなければ，ユーザーにとっての意味

をなさない．スマートフォンはこのような位置情報を効果

的に統合するデバイスであり，今後はその有効活用につい

て検討する．
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